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中
国
宋
代
の
詩
人
蘇
軾
の
以
下
の
作
品
に
つ
い
て
注
解
を
施
す
。
括

弧
内
の
数
字
は
東
北
大
学
中
国
文
学
研
究
室
作
成
『
蘇
東
坡
詩
作
品

表
』
に
よ
る
通
し
番
号
。

淮
を
過
ぐ　

三
首
。
景
山
に
贈
り
、
兼
ね
て
子
由
に
寄
す
（
〇
九
四

八
～
〇
九
五
〇
）

余　

金
山
を
去
っ
て
五
年
に
し
て
復
た
至
る
。
旧
詩
の
韻
を
次
ぎ
て

宝
覚
長
老
に
贈
る
（
〇
九
五
二
）

恵
山
に
遊
ぶ　

幷
び
に
叙
（
〇
九
五
四
～
〇
九
五
六
）

恵
山
の
僧　

恵
表
に
贈
る
（
〇
九
五
七
）

銭
道
人
に
贈
る
（
〇
九
五
八
）

　
　
　
　

〇
九
四
八
～
〇
九
五
〇
（
施
一
六
─
三
三
～
三
五
）

　
　
　
　

過
淮
三
首
贈
景
山

寄
子
由

　
　
　
　
　

�

淮わ
い

を
過す

ぐ　

三さ
ん

首し
ゆ

。
景け
い

山ざ
ん

に
贈お
く

り
、
兼か

ね
て
子し

由ゆ
う

に
寄よ

す

　
　
　
　

〇
九
四
八
（
施
一
六
─
三
三
）

　
　
　
　
　

そ
の
一

1　

好
在
長
淮
水　
　
　

好こ
う

在ざ
い

な
り　

長ち
よ
う

淮わ
い

の
水み
ず

2　

十
年
三
往
來　
　
　

十じ
ゆ
う

年ね
ん　

三み

た
び
往お
う

来ら
い

す

3　

功
名
眞
已
矣　
　
　

功こ
う

名み
よ
う　

真ま
こ
と

に
已や

ん
ぬ
る
か
な

4　

歸
計
亦
悠
哉　
　
　

帰き

計け
い　

亦ま

た
悠ゆ
う

な
る
哉か
な

5　

今
日
風
憐
客　
　
　

今こ
ん

日に
ち　

風か
ぜ　

客か
く

を
憐あ
わ

れ
み

6　

平
時
浪
作
堆　
　
　

平へ
い

時じ　

浪な
み　

堆た
い

を
作な

す

7　

晚
來
洪
澤
口　
　
　

晩く
れ

に
洪こ
う

沢た
く

の
口こ
う

に
来き

た
れ
ば

蘇
軾
詩
注
解
補
（
六
）

西　

岡　
　
　

淳

南 

山 

読 

蘇 

会
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8　

捍
索
响
如
雷　
　
　

捍か
ん

索さ
く　

響ひ
び

く
こ
と
雷ら
い

の
如ご
と

し

元
豊
二
年
（
一
〇
七
九
）、
四
十
四
歳
の
作
。
南
京
（
河
南
省
商
丘
）

を
経
て
任
地
の
湖
州
（
浙
江
省
）
に
向
か
う
途
上
の
作
。

○
景
山　

孫そ
ん

奕え
き

の
こ
と
。
景
山
は
そ
の
字
。
閩
県
（
福
建
省
）
の
人
。

「
孫
職
方
が
「
蒼
梧
山
」
に
次
韻
す
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第

三
冊
四
一
〇
頁
）
を
参
照
。
○
子
由　

こ
の
と
き
蘇
轍
は
、
南
京
応

天
府
に
お
い
て
南
京
留
守
簽
判
の
任
に
在
っ
た
。「
子
瞻
が
淮
を
過

ぎ
て
寄
せ
ら
る
る
に
次
韻
し
、兼
ね
て
孫
奕
職
方
に
次
韻
す　

三
首
」

（『
欒
城
集
』
巻
九
）
は
、
蘇
轍
が
こ
の
連
作
に
唱
和
し
た
も
の
。

1
○
好
在　

元
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
。
本
来
は
「
好
在
な
り
や
」
と

訓
じ
て
、
健
在
で
あ
る
か
を
問
う
意
を
表
す
こ
と
が
多
い
。
こ
こ
で

は
淮
水
を
擬
人
化
し
て
、「
相
変
わ
ら
ず
お
元
気
で
す
ね
」
と
語
り

か
け
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
。「
餘
杭
の
法
喜
寺
の
寺
後
の
緑
野
亭
に
宿
し

て
…
…
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
二
七
五
頁
）
を
参
照
。

一
韓
智
翃
は
、「
サ
テ
モ
此
ノ
長
淮
水
ノ
水
ハ
、
恙
無
（
ク
）
シ
テ
、

イ
ツ
モ
同
ジ
ヤ
ウ
ニ
シ
テ
ア
ル
モ
ノ
カ
ナ
ゾ
」（『
四
河
入
海
』
巻
一

六
の
二
）
と
記
す
。
○
長
淮　

遠
く
か
ら
流
れ
て
く
る
淮
水
。
次
の

句
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
以
前
か
ら
蘇
軾
は
淮
水
の
流
れ
に
親
し

く
、
ま
た
そ
の
上
流
一
帯
に
つ
い
て
も
よ
く
知
っ
て
い
た
。
2
○
十

年
一
句　

こ
の
時
ま
で
に
蘇
軾
が
淮
水
を
渡
っ
た
の
は
、
煕
寧
四
年

（
一
〇
七
一
）、
杭
州
通
判
に
任
ぜ
ら
れ
て
都
開
封
（
河
南
省
）
か
ら

杭
州
（
浙
江
省
）
へ
向
か
っ
た
と
き
、
煕
寧
七
年
（
一
〇
七
四
）、

知
密
州
に
任
ぜ
ら
れ
て
杭
州
か
ら
密
州
（
山
東
省
）
に
向
か
っ
た
と

き
、
そ
し
て
徐
州
（
江
蘇
省
）
か
ら
南
京
（
河
南
省
）
を
経
て
湖
州

（
浙
江
省
）
に
向
か
う
今
回
の
三
度
で
あ
る
。
淮
水
は
中
国
を
南
北

に
分
か
つ
川
で
あ
り
、一
句
は
蘇
軾
が
そ
の
流
れ
を
何
度
も
越
え
て
、

南
北
に
旅
す
る
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
を
い
う
。
3
○
功
名　

功
績
と
名
声
。
○
已
矣　

ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
も
う
だ
め
だ
。
絶

望
の
こ
と
ば
。「
已
矣
夫
」
の
形
で
も
用
い
ら
れ
る
。『
論
語
』
子
罕

篇
に
、「
鳳ほ

う

鳥ち
よ
う

至
ら
ず
、
河か　

図と

を
出
だ
さ
ず
。
吾
れ
已
ん
ぬ
る
か

な
（
吾
已
矣
夫
）」
と
あ
る
。
4
○
帰
計　

故
郷
に
帰
り
棲
む
た
め

の
計
画
。
○
悠
哉　

悠
は
、
は
る
か
で
遠
い
こ
と
。『
詩
経
』
周
頌

（
閔び

ん

予よ

小し
よ
う

子し

之
什
）「
訪ほ

う

落ら
く

」
に
、「
於あ

乎あ　

悠
な
る
哉
、
朕わ

れ　

未い
ま

だ

艾つ
く

す
有
ら
ず
」
と
あ
り
、
鄭
箋
は
「
遠
く
し
て
及
ぶ
可
か
ら
ざ
る
を

言
う
な
り
」と
説
く
。
7
○
洪
沢
口　

淮
水
が
洪
沢
湖
に
注
ぐ
河
口
。

8
○
捍
索
一
句　

捍
索
は
、
船
の
舫も

や

い
綱づ

な

。
航
行
の
時
は
船
端
か
ら

垂
ら
し
て
お
き
、
停
泊
の
際
に
は
岸
に
、
ま
た
は
他
の
船
と
繋
ぎ
と
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め
る
。
王
注
（
趙
堯
卿
）
に
「
舟
に
捍
索
有
り
、
行
け
ば
則
ち
舟
よ

り
墜お

と
し
、
住と

ど

ま
れ
ば
則
ち
纜

と
も
づ
な

と
為な

す
」
と
あ
る
。
一
句
は
、
そ

の
舫
い
綱
が
風
に
吹
か
れ
て
強
い
音
を
響
か
せ
る
の
を
、
夜
に
な
っ

て
既
に
下
船
し
て
い
た
蘇
軾
が
耳
に
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

　

遠
く
か
ら
流
れ
て
く
る
淮
水
の
流
れ
は
相
変
わ
ら
ず
元
気
な
よ
う

だ
。
思
え
ば
私
は
こ
の
十
年
の
あ
い
だ
に
三
度
、
そ
の
流
れ
を
過
ぎ

て
北
に
行
っ
た
り
南
に
来
た
り
し
た
。
手
柄
や
名
声
な
ど
は
も
は
や

ど
う
で
も
よ
い
と
い
う
の
に
、
郷
里
に
帰
休
し
た
い
と
い
う
思
い
も

延
々
と
ま
だ
果
た
せ
ず
に
い
る

　

今
日
は
風
が
や
わ
ら
い
で
旅
ゆ
く
私
を
憐
れ
ん
で
く
れ
る
よ
う

だ
。
い
つ
も
は
（
風
が
強
く
吹
い
て
）
淮
水
も
高
い
波
を
た
て
て
流

れ
て
い
る
と
い
う
の
に
。
果
た
し
て
夜
に
な
り
洪
沢
湖
に
さ
し
か
か

る
と
、
舫も
や

い
綱づ
な

が
雷
の
よ
う
な
音
を
と
ど
ろ
か
せ
て
い
る
。

　
　
　
　

〇
九
四
九
（
施
一
六
─
三
四
）

　
　
　
　
　

そ
の
二

1　

過
淮
山
漸
好　
　
　

淮わ
い

を
過す

ぐ
れ
ば
山や
ま

は
漸よ
う
や

く
好よ

く

2　

松
檜
亦
蒼
然　
　
　

松し
よ
う

檜か
い

も
亦ま

た
蒼そ
う

然ぜ
ん

た
り

3　

靄
靄
藏
孤
寺　
　
　

靄あ
い

靄あ
い

と
し
て　

孤こ

寺じ　

蔵か
く

る

4　

泠
泠
出
細
泉　
　
　

泠れ
い

泠れ
い

と
し
て　

細さ
い

泉せ
ん　

出い

づ

5　

故
人
眞
吏
隱　
　
　

故こ

人じ
ん　

真ま
こ
と

に
吏り

隠い
ん

6　

小
檻
帶
巖
偏　
　
　

小し
よ
う

檻か
ん　

巌い
わ

を
帯め
ぐ

っ
て
偏へ
ん

な
り

7　

却
望
臨
淮
市　
　
　

却か
え

っ
て
臨り
ん

淮わ
い

の
市し

を
望の
ぞ

め
ば

8　

東
風
語
笑
傳　
　
　

東と
う

風ふ
う　

語ご

笑し
よ
う　

伝つ
た

う

2
○
松
檜　

檜
は
、
和
名
ビ
ャ
ク
シ
ン
。
松
柏
の
類
で
冬
枯
れ
し
な

い
。「
硯け

ん

山ざ
ん

」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
一
冊
二
〇
四
頁
）
を
参

照
。
3
○
靄
靄　

草
木
の
盛
ん
に
繁
る
さ
ま
。
藹
藹
に
同
じ
（
藹
藹

に
作
る
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
）。
4
○
泠
泠　

水
の
音
の
清
ら
か
な
さ

ま
。
ま
た
、
水
の
清
ら
か
な
さ
ま
。「
荊
門
の
張
都と

官か
ん

維
の
恵け

い

泉せ
ん

の

詩
に
和
せ
ら
る
る
に
答
う
る
に
次
韻
す
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』

第
一
冊
一
八
六
頁
）
を
参
照
。
5
○
吏
隠　

官
職
に
在
り
な
が
ら
名

利
や
栄
達
に
と
ら
わ
れ
ず
、
意
を
隠
者
の
よ
う
に
保
つ
在
り
方
の
こ

と
。
宋
之
問
「
藍
田
の
山
荘
」
詩
（『
全
唐
詩
』
巻
五
二
）
に
、「
宦

遊
は
吏
隠
に
非
ざ
る
も
、
心
事　

幽
偏
を
好
む
」
と
あ
る
。
6
○
小

檻
一
句　

孫
景
山
の
住
ま
い
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、『
四
河
入
海
』
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は
「
カ
ケ
ツ
ク
リ
（
崖
造
・
懸
造
）」、
す
な
わ
ち
傾
斜
地
に
張
り
出

し
て
造
ら
れ
た
も
の
と
解
す
る
。
一
韓
智
翃
は
、「
偏
ナ
リ
ト
云（
フ
）

ハ
、
居
ノ
岩
ヲ
遶め

ぐ

（
リ
）
テ
、
カ
ケ
ツ
ク
リ
ニ
シ
テ
偏
居
ナ
ル
ヲ
云

（
フ
）
ゾ
。
偏
ハ
、
正
デ
ナ
イ
ヲ
云
（
フ
）
ゾ
」
と
記
す
。
偏
の
字

に
は
、
俗
世
か
ら
遠
い
意
も
込
め
ら
れ
て
い
よ
う
。
7�

8
○
却
望
・

東
風
二
句　

泗
州
に
は
、
臨
淮
・
盱
眙
・
招
信
の
三
県
が
置
か
れ
た

（『
太
平
寰
宇
記
』
巻
一
六
）。
こ
こ
で
の
臨
淮
は
、
泗
州
の
城
市
を

さ
す
。
二
句
に
つ
い
て
瑞
渓
周
鳳
は
、「
言
フ
コ
コ
ロ
ハ
、
孫
景
山

ガ
所
居
自よ

リ
是
ノ
臨
淮
ノ
市
ヲ
望
ム
、
則と

き

ン
バ
市
人
ノ
笑し

よ
う

語ご

喧け
ん

嘩か

ニ

シ
テ
、其
ノ
声こ

え

風
ニ
因
リ
テ
遠
ク
聞
コ
ユ
。
然
レ
ド
モ
景
山
ガ
所
居
、

独
リ
閑
ナ
リ
」
と
説
く
。

　

淮
水
を
過
ぎ
（
て
南
に
来
）
る
と
山
の
緑
が
だ
ん
だ
ん
と
美
し
く

な
り
、
松
や
ヒ
ノ
キ
も
鬱
蒼
と
し
て
い
る
。
木
々
に
ひ
っ
そ
り
と
覆

わ
れ
て
た
た
ず
む
寺
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
さ
ら
と
流
れ
出
る
か
細
い

0

0

0

泉

の
流
れ
。

　

わ
が
友
は
ま
こ
と
に
隠
者
さ
な
が
ら
の
役
人
で
、
岩
に
質
素
な
手

す
り
を
め
ぐ
ら
せ
た
そ
の
住
ま
い
に
も
、
俗
世
か
ら
遠
い
お
も
む
き

が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
振
り
返
っ
て
泗
州
の
街
を
見
や
れ
ば
、
遠
い
市

井
の
さ
ざ
め
き
を
東
風
が
伝
え
て
く
れ
る
の
で
す
。

　
　
　
　

〇
九
五
〇
（
施
一
六
─
三
五
）

　
　
　
　
　

そ
の
三

1　

回
首
睢
陽
幕　
　
　

首こ
う
べ

を
回め
ぐ

ら
す　

睢す
い

陽よ
う

の
幕ば
く

2　

簿
書
高
沒
人　
　
　

簿ぼ

書し
よ　

高た
か

く
し
て
人ひ
と

を
没ぼ
つ

せ
ん

3　

何
時
桐
柏
水　
　
　

何い
ず

れ
の
時と
き

か　

桐と
う

柏は
く

の
水み
ず

4　

一
洗
庾
公
塵　
　
　

庾ゆ

公こ
う

の
塵ち
り

を
一い
つ

洗せ
ん

せ
ん

5　

此
去
漸
佳
　
　
　

此こ
こ

よ
り
去さ

り
て
漸よ
う
や

く
佳か

境き
よ
う

な
る
も

6　

獨
游
長
慘
神　
　
　

独ひ
と

り
游あ
そ

ん
で　

長つ
ね

に
神し
ん

を
惨い
た

ま
し
む

7　

待
君
詩
百
首　
　
　

待ま

つ　

君き
み

が
詩し　

百ひ
や
く

首し
ゆ

8　

來
冩
浙
西
春　
　
　

来き

た
っ
て
浙せ
つ

西せ
い

の
春は
る

を
写う
つ

す
を

1�

2
○
回
首
・
簿
書
二
句　

睢
陽
は
、
南
京
応
天
府
（
今
の
河
南
省

商
丘
市
）
の
古
称
。『
太
平
寰
宇
記
』
巻
一
二
（
宋
州
宋
城
県
）
に
、

「
漢
は
睢
陽
為た

り
、
睢
水
の
陽
に
在
る
を
以
て
名
と
為
す
、
地
は
梁

国
に
属
す
」
と
あ
る
。
幕
は
、
幕
府
。
簿
書
は
、
公
文
書
。「
李
邦

直
が
「
旧
に
感
ず
」
に
次
韻
す
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
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冊
二
五
二
頁
）
を
参
照
。
二
句
は
、
応
天
府
で
南
京
留
守
簽
判
の
任

に
在
る
蘇
轍
に
、
蘇
軾
が
思
い
を
馳
せ
る
を
い
う
。
詩
題
の
注
を
参

照
。
3
○
桐
柏
水　

淮
水
の
流
れ
を
い
う
。
淮
水
は
、
桐
柏
山
（
河

南
省
桐
柏
県
）
に
そ
の
源
を
発
す
る
。『
尚
書
』
禹
貢
に
、「
淮
を
導

く
は
桐
柏
自よ

り
す
」
と
あ
る
。
4
○
庾
公
塵　

東
晉
の
丞
相
王お

う

導ど
う

が

冶や

城じ
よ
う

（
江
蘇
省
）
に
在
っ
て
、
武
昌
（
湖
北
省
）
で
強
兵
を
擁
す
る

庾
亮
を
内
心
お
そ
れ
、西
風
が
土
埃
を
立
て
る
と
扇
で
さ
え
ぎ
っ
て
、

「
元
規
（
庾
亮
の
字
）
塵
も
て
人
を
汚
す
」
と
い
っ
た
故
事
（『
晉
書
』

王
導
伝
）。
引
い
て
、
厭
う
べ
き
世
俗
の
汚
れ
を
広
く
指
し
て
い
う
。

5
○
漸
佳
境　
『
世
説
新
語
』
排
調
篇
に
、「
顧こ

長ち
よ
う

康こ
う

（
愷が

い

之し

）　

甘

蔗
を
噉く

ら
う
に
、
先
ず
尾
を
食
ら
う
。
人　

所
以
を
問
え
ば
、
云
う
、

「
漸
く
佳
境
に
至
る
」
と
」
と
あ
る
。
8
○
浙
西　

杭
州
を
含
む
、

今
の
浙
江
省
の
浙
江
以
西
の
地
域
。
湖
州
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。

「
毛も

う

令れ
い

・
方ほ

う

尉い

と
西せ

い

菩ぼ

寺じ

に
遊
ぶ　

二
首
」
そ
の
一
の
注
（『
蘇
東
坡

詩
集
』
第
三
冊
三
七
〇
頁
）
を
参
照
。
○
写　

描
写
す
る
。「
文
与

可
の
「
洋
川
の
園
池　

三
十
首
」
に
和
す
、
渓
光
亭
」
詩
に
、「
渓

光
は
古

い
に
し
え

自よ

り
人
の
画え

が

く
無
し
、
新
詩
に
憑ひ

よ
う

仗
じ
よ
う

し
て
与た

め

に
写
し
成
す
」

と
あ
る
。
そ
の
詩
の
注（『
蘇
東
坡
詩
集
』第
四
冊
四
七
頁
）を
参
照
。

　

睢
水
の
北
に
あ
る
幕
府
（
応
天
府
）
の
方
を
振
り
返
っ
て
思
う
の

は
、
君
が
高
々
と
積
ま
れ
た
書
類
の
山
に
埋
も
れ
て
、
執
務
に
追
わ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。
い
つ
か
桐
柏
山
よ
り
流
れ
出
る

こ
の
淮
水
の
水
で
、
か
の
庾
亮
の
よ
う
な
俗
物
が
ま
き
ち
ら
す
都
の

塵
を
洗
い
流
し
た
い
も
の
だ

　

こ
こ
か
ら
先
は
だ
ん
だ
ん
と
風
景
の
美
し
い
境
界
に
入
っ
て
い
く

と
い
う
の
に
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
は
す
っ
と
心
が
ふ
さ
が
り
っ
ぱ
な

し
だ
。
君
が
こ
ち
ら
へ
来
て
、
す
ば
ら
し
い
浙
西
の
春
を
う
た
っ
た

詩
を
た
く
さ
ん
詠
ん
で
く
れ
る
の
が
待
ち
遠
し
い
。

　
　
　
　

〇
九
五
二
（
施
一
六
─
三
七
）

　
　
　
　

余
去
金
山
五
年
而
復
至
次
舊
詩

贈
寶
覺
長
老

　
　
　
　
　

�

余よ　

金き
ん

山ざ
ん

を
去さ

っ
て
五ご

年ね
ん

に
し
て
復ま

た
至い
た

る
。
旧き
ゆ
う

詩し

の

韻い
ん

を
次つ

ぎ
て
宝ほ
う

覚が
く

長ち
よ
う

老ろ
う

に
贈お
く

る

1　

誰
能
斗
酒
博
西
涼　
　
　

誰た
れ

か
能よ

く　

斗と

酒し
ゆ　

西せ
い

涼り
よ
う

に
博か

う

2　

但
愛
齋
廚
法
豉
香　
　
　

但た

だ
斎さ
い

廚ち
ゆ
う

法ほ
う

豉し

の
香こ
う

を
愛あ
い

す

3　

舊
事
眞
成
一
夢
過　
　
　

旧き
ゆ
う

事じ　

真ま
こ
と

に
一い
ち

夢む

の
過す

ぐ
る
を
成な

す

4　

高
談
爲
洗
五
年
恾　
　
　

高こ
う

談だ
ん　

為た
め

に
五ご

年ね
ん

の
忙ぼ
う

を
洗あ
ら

う



−6−

5　

淸
風
偶
與
山
阿
曲　
　
　

清せ
い

風ふ
う　

偶た
ま

た
ま
山さ
ん

阿あ

と
曲ま

が
れ
り

6　

明
月
聊
隨
屋
角
方　
　
　

明め
い

月げ
つ　

聊い
さ
さ

か
屋お
く

角か
く

に
随し
た
が

い
て
方ほ
う

な
り

7　

稽
首
願
師
憐
久
客　
　
　

�

稽け
い

首し
ゆ

す　

願ね
が

わ
く
は　

師し　

久き
ゆ
う

客か
く

を

憐あ
わ

れ
ん
で

8　

直
將
歸
路
指
茫
茫　
　
　

直た
だ

に
帰き

路ろ

を
将も
つ

て
茫ぼ
う

茫ぼ
う

た
る
に
指し
め

せ

元
豊
二
年
（
一
〇
七
九
）、四
十
四
歳
の
作
。
任
地
の
湖
州
（
浙
江
省
）

に
向
か
う
途
上
、
金
山
（
江
蘇
省
）
に
て
の
作
。

○
金
山　

潤
州
（
江
蘇
省
鎮
江
市
）
附
近
の
長
江
中
に
あ
っ
た
島
の

名
で
、南
朝
の
と
き
金
山
寺
が
開
か
れ
た
。
煕
寧
四
年（
一
〇
七
一
）、

蘇
軾
は
杭
州
通
判
と
し
て
任
地
の
杭
州
（
浙
江
省
）
に
赴
く
途
上
、

初
め
て
こ
の
金
山
寺
を
訪
い
、「
金
山
寺
に
遊
ぶ
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩

集
』
第
二
冊
一
六
三
頁
）
を
作
っ
た
。
そ
の
詩
の
注
を
参
照
。
○
五

年
而
復
至　

煕
寧
七
年
（
一
〇
七
四
）、
ふ
た
た
び
金
山
寺
に
到
っ

た
蘇
軾
は
、「
金
山
の
宝
覚
・
円
通
の
二
長
老
に
留
別
す
」（『
蘇
東

坡
詩
集
』
第
三
冊
二
七
二
頁
）
を
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
詩
題
に
い

う
「
旧
詩
」
で
、
そ
の
韻
は
下
平
七
陽
（
韻
字
は
涼
・
香
・
忙
・
方
・

茫
）、
作
ら
れ
た
の
は
こ
の
時
か
ら
ち
ょ
う
ど
五
年
前
に
あ
た
る
。

○
宝
覚
長
老　

伝
未
詳
。
長
老
は
、
住
持
の
敬
称
。
上
記
の
詩
の
ほ

か
、「
金
山
寺
に
て
柳
子
玉
と
飲
み
て
大
酔
し
、宝
覚
の
禅ぜ

ん

榻と
う

に
臥
す
。

夜
分
に
方は

じ

め
て
醒
め
、
其
の
壁
に
書
す
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第

三
冊
二
五
〇
頁
）
に
も
そ
の
名
が
み
え
る
。

1
○
誰
能
一
句　

後
漢
の
孟も

う

佗た

が
、
宦
者
の
張ち

よ
う

譲じ
よ
う

に
賄
賂
と
し
て
葡

萄
酒
一
斗
を
お
く
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
涼
州
刺
史
の
地
位
を
得
た
故

事
（『
後
漢
書
』
張
譲
伝
に
引
く
『
三
輔
決
録
』
の
注
）
を
ふ
ま
え
る
。

「
劉
長
安
が
薛
周
の
逸
老
亭
に
題
す
る
に
和
す
。
…
…
」詩
の
注（『
蘇

東
坡
詩
集
』
第
一
冊
二
五
七
頁
）
を
参
照
。
2
○
但
愛
一
句　

施
注

は
、「
金
山
の
法
も
て
豆と

う

豉し

を
製
す
る
は
、
他た

処し
よ

及
ぶ
莫
し
。
山
僧

毎つ
ね

に
小し

よ
う

罌お
う

を
以
て
遠
客
に
餽き

遺い

す
」（
餽
遺
は
饋
遺
に
同
じ
く
、
贈

る
こ
と
）
と
い
う
。
豆
豉
は
、
豆
類
を
発
酵
さ
せ
て
作
る
食
品
で
、

味
噌
の
類
。
紹
聖
四
年
（
一
〇
九
七
）、恵
州
で
書
か
れ
た
書
簡
「
王

敏
仲
に
与
う　

十
八
首
」
そ
の
十
三
（『
蘇
軾
文
集
』
巻
五
六
）
の

な
か
で
、
蘇
軾
は
「
瘴し

よ
う

を
治
す
る
に
は
、
止
だ
薑き

よ
う

・
葱そ

う

・
豉
を
用も

つ

て

濃こ
ま

や
か
に
煮
て
熱
き
を
ば
呷す

う
の
み
、
効
か
ざ
る
者こ

と

無
し
。
而
し
て

土
人
は
豉
を
作
る
を
知
ら
ず
。又
た
此
の
州
に
黒
豆
無
き
も
五
羊（
広

州
）
に
は
頗
る
之
れ
有
り
と
聞
く
。
便
ち
乞
い
て
為
に
三
碩
（
三
石
）

を
致
さ
ば
、
為
に
豉
を
作
り
て
、
飲
疾
を
散
ず
る
者こ

と

を
得
ん
」
と
い

う
。
こ
の
場
合
の
「
豉
」
も
、
豆
類
で
作
っ
た
調
味
料
で
あ
ろ
う
。
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以
上
の
二
句
に
つ
い
て
瑞
渓
周
鳳
は
、「
涼
州
ヲ
以
テ
斗
酒
ニ
博か

ウ

ル
ガ
如
キ
ハ
、
則
チ
酒
ヲ
愛
ス
ル
ノ
至
レ
ル
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
今
、

酒
ハ
貴
ブ
ニ
足
ラ
ズ
。
唯
ダ
古
自よ

リ
法
製
ヲ
以
テ
造
ル
所
ノ
豆
豉
ヲ

愛
ス
ル
ナ
リ
」（『
四
河
入
海
』
巻
一
五
の
二
）
と
説
く
。
4
○
高
談　

談
の
字
を
譚
に
作
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
が
、
合
注
に
従
う
。
○
五
年　

詩
題
の
注
を
参
照
。
5
○
偶　

今
ち
ょ
う
ど
。
お
り
し
も
。
○
山
阿　

山
の
隈く

ま

（
入
り
く
ん
だ
と
こ
ろ
）。
6
○
屋
角　

建
物
の
屋
根
の
角

張
っ
た
と
こ
ろ
。
以
上
の
二
句
に
つ
い
て
一
韓
智
翃
は
、「
清
風
モ
、

此
ノ
金
山
ノ
曲
（
ガ
リ
）
タ
ル
処
デ
ハ
、風
モ
メ
グ
リ
テ
吹
（
ク
）
ゾ
。

サ
テ
金
山
ノ
庭
ノ
月
影
ハ
、
ヘ
イ

0

0

ヤ
ツ
イ
ヂ

0

0

0

ノ
角す

み

ノ
辺
デ
ハ
、
四
方

ニ
ア
ル
ゾ
。
此
（
ノ
）
二
句
ハ
、
目
前
ノ
景
ヲ
云
（
ヒ
）
テ
、
サ
テ

底
心
ハ
、
宝
覚
長
老
ノ
応
機
接
物
ヲ
云
（
フ
）
ゾ
。
上
根
ノ
者
ニ
ハ

最
上
乗
ヲ
説
キ
、下
根
ノ
者
ニ
ハ
最
下
ノ
法
ヲ
説
（
イ
）
テ
、其
（
レ
）

ゾ
レ
ニ
随
（
ヒ
）
テ
説
法
ス
ル
コ
ト
、
月
ノ
屋
角
ニ
随
（
ヒ
）
テ
方

ニ
影
ヲ
写
シ
、
風
ノ
山
阿
ノ
曲
（
ガ
レ
ル
）
ト
ツ
レ
テ
メ
グ
レ
ル
ガ

如
（
ク
）
ナ
ド
云
（
フ
）
心
ゾ
」
と
記
す
。
7
○
稽
首　

頭
を
し
ば

ら
く
地
面
に
つ
け
て
い
る
非
常
に
重
い
敬
礼
。
○
久
客　

長
ら
く
旅

路
に
あ
る
旅
人
。
杜
甫
「
田
父
の
泥
飲
し
て
厳
中
丞
を
美よ

み

す
る
に
遭

う
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
一
）
に
、「
久
客　

人
情
を
惜
し
む
、

如い
か
ん何

ぞ
隣り

ん

叟そ
う

を
拒こ

ば

ま
ん
」
と
あ
る
。
次
の
8
句
、
お
よ
び
蘇
軾
が
五

年
前
に
詠
じ
た
「
金
山
の
宝
覚
・
円
通
の
二
長
老
に
留
別
す
」（
詩

題
の
注
を
参
照
）
の
結
び
、「
風
流
の
二
老　

長
く
還
往
す
る
も
、

我
を
顧
み
る
に　

帰
期　

尚
お
渺び

よ
う

茫ぼ
う

た
り
」
を
考
え
れ
ば
、こ
の
「
久

客
」
に
は
「
ず
っ
と
迷
っ
て
い
る
自
分
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
8
○
直　

ず
ば
り
と
。
○
茫
茫　

広
々
と
し
て
果

て
し
な
い
さ
ま
。

　

涼
州
知
事
の
地
位
を
一
斗
の
酒
と
引
き
か
え
に
す
る
気
な
ど
さ
ら

さ
ら
な
い
。
私
が
愛
し
て
や
ま
な
い
の
は
、
た
だ
お
寺
の
厨
房
特
製

の
豆
味
噌
の
香
り
だ
け
。
思
え
ば
往
事
は
ま
こ
と
に
過
ぎ
去
り
し
一

場
の
夢
、
今
こ
う
し
て
清
ら
か
に
語
ら
え
ば
、
積
も
っ
た
五
年
分
の

煩
労
が
き
れ
い
に
洗
い
去
ら
れ
る
。

　

入
り
く
ん
だ
山
の
隈く
ま

を
つ
た
っ
て
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
つ
け
る

今
こ
の
と
き
、
月
の
光
が
屋
根
を
照
ら
し
て
角
張
っ
た
影
を
地
上
に

落
と
し
て
い
る
。
老
師
よ
、
で
き
る
こ
と
な
ら
久
し
く
旅
路
に
さ
ま

よ
う
こ
の
私
を
憐
れ
ん
で
、果
て
し
な
く
広
が
る
こ
の
世
界
の
な
か
、

帰
る
べ
き
道
を
ず
ば
り
と
示
し
て
は
く
れ
ま
す
ま
い
か
。
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〇
九
五
四
～
〇
九
五
六
（
施
一
六
─
三
八
～
四
〇
）

　
　
　
　

遊
惠
山
幷
敍

　
　
　
　
　

恵け
い

山ざ
ん

に
遊
ぶ　

幷な
ら

び
に
叙じ
よ

　
　
　
　
　

�

余
昔
爲
錢
塘
倅
、
往
來
無
錫
、
未
嘗
不
至
惠
山
、
既
去

五
年
、
復
爲
湖
州
、
與
高
郵
秦
太
虛
・
杭
僧
參
寥
同
至
、

覽
唐
處
士
王
武
陵
・
竇
羣
・
朱
宿
所
賦
詩
、
愛
其
語
淸

、
蕭
然
有
出
塵
之
姿
、
追
用
其

、
各
賦
三
首
、

　
　
　
　
　

�

余よ　

昔む
か
し　

銭せ
ん

塘と
う

の
倅さ
い

為た

り
し
と
き
、無む

錫し
や
く

に
往お
う

来ら
い

し
て
、

未い
ま

だ
嘗か
つ

て
恵け
い

山さ
ん

に
至い
た

ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
既す
で

に
去さ

り
て

五ご

年ね
ん

、
復ま

た
湖こ

州し
ゆ
う

を
為お
さ

む
。
高こ
う

郵ゆ
う

の
秦し
ん

太た
い

虚き
よ

・
杭こ
う

の
僧そ
う

参さ
ん

寥り
よ
う

と
同と
も

に
至い
た

り
、
唐と
う

の
処し
よ

士し

王お
う

武ぶ

陵り
よ
う

・
竇と
う

群ぐ
ん

・
朱し
ゆ

宿し
ゆ
く

が
賦ふ

す
る
所と
こ
ろ

の
詩し

を
覧み

て
、
其そ

の
語ご

の
清せ
い

簡か
ん

に
し
て
、

蕭し
よ
う

然ぜ
ん

と
し
て
出し
ゆ
つ

塵じ
ん

の
姿し

有あ

る
を
愛あ
い

す
。
其そ

の
韻い
ん

を
追お

い

用も
ち

い
て
、
各お
の

お
の
三さ
ん

首し
ゆ

を
賦ふ

す
。

元
豊
二
年
（
一
〇
七
九
）、四
十
四
歳
の
作
。
任
地
の
湖
州
（
浙
江
省
）

に
向
か
う
途
上
、
恵
山
（
江
蘇
省
）
に
て
の
作
。

○
恵
山　

無
錫
県
（
江
蘇
省
）
の
西
に
あ
る
山
。「
焦
千
之　

恵
山

泉
の
詩
を
求
む
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
三
〇
三
頁
）

を
参
照
。
○
銭
塘
倅　

煕
寧
四
年（
一
〇
七
一
）か
ら
煕
寧
七
年（
一

〇
七
四
）
ま
で
、
蘇
軾
は
杭
州
通
判
の
任
に
在
っ
た
。
銭
塘
は
、
こ

こ
で
は
杭
州
の
古
称
。
○
往
来
無
錫
云
　々

例
え
ば
、「
恵
山
に
て

銭
道
人
に
謁
し
て
、
小
龍
団
を
烹に

、
絶
頂
に
登
っ
て
太
湖
を
望
む
」

詩
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
三
冊
二
〇
七
頁
）
な
ど
が
、
そ
の
当
時
に

作
ら
れ
て
い
る
。
○
秦
太
虚　

秦
観
（
一
〇
四
九
─
一
一
〇
〇
）
の

こ
と
。
太
虚
は
そ
の
字あ

ざ
な

だ
が
、
の
ち
少
游
と
改
め
た
。
高
郵
（
山
西

省
）の
人
。「
秦
観
秀
才
が
贈
ら
る
る
に
次
韻
す
。
…
…
」詩
の
注（『
蘇

東
坡
詩
集
』
第
四
冊
五
九
二
頁
）
を
参
照
。
○
参
寥　

道ど
う

潜せ
ん

（
一
〇

四
三
─
？
）
の
こ
と
。
参
寥
は
そ
の
字あ

ざ
な

。
於よ

潜せ
ん（
浙
江
省
）
の
人
（
於

潜
県
は
当
時
の
杭
州
に
属
す
る
）。「
僧
潜
が
贈
ら
る
る
に
次
韻
す
」

詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
五
六
七
頁
）
を
参
照
。
○
処
士　

出
仕
し
て
い
な
い
人
物
。
○
王
武
陵　

字
は
晦か

い

伯は
く

。
太
原（
山
西
省
）

の
人
。
尚
書
郎
に
至
っ
た
。『
全
唐
詩
』巻
二
七
五
に「
慧0

山
に
宿
す
」

詩
を
収
め
る
。
そ
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
王
武
陵
た
ち
が
恵
山
に
宿
し

た
の
は
、
貞
元
四
年
（
七
八
八
）
秋
八
月
の
こ
と
。
○
竇
群　

字
は

丹
列
。
扶
風
（
陝
西
省
）
の
人
。
武
元
衡
ら
に
用
い
ら
れ
、
唐
州
刺

史
、
吏
部
郎
中
な
ど
を
歴
任
し
た
。『
新
唐
書
』
巻
一
七
五
に
伝
が
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あ
る
。『
全
唐
詩
』
巻
二
七
一
に
、「
王
晦
伯
・
朱し

ゆ

遐か

景け
い

と
同と

も

に
慧0

山

寺
に
宿
す
」
詩
を
収
め
る
。
そ
の
原
注
に
引
く
『
毘
陵
志
』
に
、
こ

の
三
人
が
貞
元
四
年
に
慧
山
寺
に
宿
し
て
詩
を
壁
に
題
し
た
こ
と
、

王
武
陵
の
死
後
に
そ
の
地
を
再
訪
し
た
竇
群
が
、
詩
の
後
に
跋
文
を

付
し
、
そ
の
経
緯
が
李り

蘧き
よ

（
竇
群
の
お
い

0

0

。『
全
唐
文
』
巻
七
四
六

に
「
恵
山
寺
の
記
」
を
収
め
る
）
に
よ
り
石
に
刻
ま
れ
た
こ
と
な
ど

が
み
え
る
。
○
朱
宿　

字
は
遐
景
。
呉
郡
（
江
蘇
省
）
の
人
。
拾
遺

を
務
め
た
。『
全
唐
詩
』
巻
二
七
五
に
「
慧0

山
寺
に
宿
す
」
詩
を
収

め
る
。
○
姿　

資
に
通
ず
る
。
そ
の
人
の
本
質
。
持
ち
味
。
姿
質
。

　

私
が
む
か
し
銭
塘
（
杭
州
）
通
判
の
任
に
在
っ
た
と
き
、
無
錫
に

行
き
来
す
る
際
に
は
、
必
ず
恵
山
ま
で
足
を
延
ば
し
た
。
そ
の
地
を

去
っ
て
よ
り
五
年
を
経
て
、
ま
た
（
近
く
の
）
湖
州
を
治
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
こ
で
高
郵
の
秦
太
虚
、
杭
州
の
僧
参
寥
と
と
も
に
恵

山
に
足
を
運
び
、
当
時
は
処
士
で
あ
っ
た
唐
の
王
武
陵
、
竇
群
、
朱

宿
ら
が
賦
し
た
詩
を
眼
に
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
こ
と
ば
が
清
々
し
く

さ
っ
ぱ
り
と
し
て
お
り
、
も
の
静
か
で
出
世
間
の
味
わ
い
が
あ
る
の

が
気
に
入
っ
た
。
そ
こ
で
彼
ら
三
人
の
詩
の
韻
を
そ
れ
ぞ
れ
追
い
用

い
て
、
凡
て
三
首
を
賦
し
た
。

　
　
　
　

〇
九
五
四
（
施
一
六
─
三
八
）

　
　
　
　
　

そ
の
一

1　

夢
裏
五
年
過　
　
　

夢む

裏り　

五ご

年ね
ん　

過す

ぎ

2　

覺
來
雙
鬢
蒼　
　
　

覚さ

め
来き

た
れ
ば　

双そ
う

鬢び
ん　

蒼そ
う

た
り

3　

還
將
塵
土
足　
　
　

還ま

た
塵じ
ん

土ど

の
足あ
し

を
将も
つ

て

4　

一
步
漪
瀾
堂　
　
　

一ひ
と

た
び
漪い

瀾ら
ん

堂ど
う

に
歩あ
ゆ

む

5　

俯
窺
松
桂
影　
　
　

俯ふ

し
て
松し
よ
う

桂け
い

の
影か
げ

を
窺う
か
が

い

6　

仰
見
鴻
鶴
翔　
　
　

仰あ
お

い
で
鴻こ
う

鶴か
く

の
翔か

く
る
を
見み

る

7　

炯
然
肝
肺
閒　
　
　

炯け
い

然ぜ
ん

た
り　

肝か
ん

肺ぱ
い

の
間か
ん

8　

已
作
冰
玉
光　
　
　

已す
で

に
氷ひ
よ
う

玉ぎ
よ
く

の
光ひ
か
り

を
作な

す

9　

虛
明
中
有
色　
　
　

虚き
よ

明め
い　

中う
ち

に
色い
ろ

有あ

り

10　

淸
淨
自
生
香　
　
　

清せ
い

浄じ
よ
う　

自
お
の
ず
か

ら
香こ
う

を
生し
よ
う

ず

11　

還
從
世
俗
去　
　
　

還ま

た
世せ

俗ぞ
く

に
従し
た
が

っ
て
去さ

り

12　

永
與
世
俗
忘　
　
　

永な
が

く
世せ

俗ぞ
く

と
忘わ
す

れ
ん

○
こ
の
詩
は
、王
武
陵
「
慧0

山
に
宿
す
」
詩
（『
全
唐
詩
』
巻
二
七
五
）

に
次
韻
し
た
も
の
。
詩
題
の
注
を
参
照
。

1
○
五
年　

こ
の
当
時
か
ら
五
年
前
ま
で
、
蘇
軾
は
杭
州
通
判
の
任
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に
在
っ
た
。
詩
題
の
注
を
参
照
。
4
○
漪
瀾
堂　

王
注（
趙
次
公
）は
、

「
寺
中
の
堂
名
な
り
」
と
い
い
、
査
注
は
、
朱し

ゆ

昱い
く

『
毘
陵
志
』
を
引

い
て
、「
漪
瀾
堂
は
、
恵
山
第
二
泉
の
上ほ

と
り

に
在
り
」
と
い
う
。『
方
輿

勝
覧
』
巻
四
「
常
州
」
堂
亭
「
漪
瀾
堂
」
の
条
に
、「
慧0

山
に
在
り
」

と
あ
っ
て
、
蘇
軾
の
こ
の
詩
（
4
句
）
を
引
く
。
7�

8
○
炯
然
・

已
作
二
句　

炯
然
は
、
光
り
か
が
や
く
さ
ま
。
一
韓
智
翃
は
、「
我

レ
此
ニ
来
テ
、境
地
景
物
ヲ
見
（
ル
）
則と

き
（
ン
）
バ
、胸
中
モ
清
（
ク
）

ナ
リ
テ
、
雪
ヤ
氷
ノ
如
（
ク
）
ニ
ナ
ル
ゾ
」
と
記
す
（『
四
河
入
海
』

巻
二
三
の
二
）。
9
○
虚
明　

透
き
と
お
っ
た
明
る
さ
。
陶
淵
明「
辛

丑
の
歳
七
月
、
赴ふ

仮か

し
て
江こ

う

陵り
よ
う

に
還
ら
ん
と
し
て
、
夜
、
塗と

口こ
う

を
行

く
」
詩
（『
陶
淵
明
集
』
巻
三
）
に
、「
涼
風　

将
に
夕
べ
な
ら
ん
と

す
る
に
起
こ
り
、
夜
景　

虚
明
を
湛
う
」
と
あ
る
。
11
○
還
従
一
句　

こ
こ
で
は
、「
世
俗
に
再
び
帰
っ
て
ゆ
く
」
意
に
解
し
た
（『
四
河
入

海
』
も
、
か
く
解
す
る
）。
た
だ
し
、
詩
題
に
「
出
塵
の
姿
」
と
あ

る
こ
と
、こ
の
詩
が
後
の
二
首
に
続
く
こ
と
、「
従
」が
次
の
句
の「
与
」

（
助
字
）
と
対
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、「
世
俗
従よ

り
去
り
」

と
読
む
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

　

夢
の
中
で
五
年
の
歳
月
が
流
れ
て
、
目
覚
め
て
み
れ
ば
白
髪
が
増

し
た
頭
は
灰
色
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
繰
り
返
し
塵
や
埃
に
ま

み
れ
て
し
ま
っ
た
足
で
、
や
っ
と
ま
た
漪
瀾
堂
を
歩
む
こ
と
が
で
き

る
。

　
（
漪
瀾
堂
か
ら
）
見
お
ろ
せ
ば
時
を
経
て
伸
び
茂
っ
た
古
木
の
影

が
小
暗
く
、
見
上
げ
れ
ば
鴻
お
お
と
り

や
鶴
が
飛
び
ゆ
く
さ
ま
が
眼
に
は
い

る
。
そ
ん
な
中
に
在
る
と
身
体
の
な
か
が
き
ら
き
ら
と
し
て
、
氷
雪

の
輝
き
を
放
つ
よ
う
に
思
え
る
。
透
明
な
我
が
身
の
姿
が
だ
ん
だ
ん

と
見
え
て
き
て
、
汚
れ
の
な
い
存
在
で
あ
る
本
来
の
自
分
が
感
じ
ら

れ
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
ま
た
世
俗
に
か
え
っ
て
い
く
こ
と
に
は
な
る
け
れ

ど
、
ず
っ
と
世
俗
に
は
染
ま
ら
ず
に
い
た
い
も
の
だ
。

　
　
　

〇
九
五
五
（
施
一
六
─
三
九
）

　
　
　
　
　

そ
の
二

1　

薄
雲
不
遮
山　
　
　

薄は
く

雲う
ん　

山や
ま

を
遮さ
え
ぎ

ら
ず

2　

疎
雨
不
濕
人　
　
　

疎そ

雨う　

人ひ
と

を
湿う
る
お

さ
ず

3　

蕭
蕭
松
徑
滑　
　
　

蕭し
よ
う

蕭し
よ
う　

松し
よ
う

径け
い

滑な
め

ら
か
に

4　

策
策
芒
鞋
新　
　
　

策さ
く

策さ
く　

芒ぼ
う

鞋あ
い

新あ
ら

た
な
り
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5　

嘉
我
二
三
子　
　
　

嘉よ
み

す　

我わ

が
二に

三さ
ん

子し

の

6　

皎
然
無
淄
磷　
　
　

皎き
よ
う

然ぜ
ん

と
し
て
淄し

磷り
ん

無な

き
を

7　

勝
遊
豈
殊
昔　
　
　

勝し
よ
う

遊ゆ
う　

豈あ

に
昔む
か
し

に
殊こ
と

な
ら
ん
や

8　

淸
句
仍
絕
塵　
　
　

清せ
い

句く　

絶ぜ
つ

塵じ
ん

に
仍よ

る

9　

弔
古
泣
舊
史　
　
　

古
い
に
し
え

を
弔と
む
ら

い
て
旧き
ゆ
う

史し

に
泣な

き

10　

疾
讒
歌
小
旻　
　
　

讒ざ
ん

を
疾に
く

ん
で
小し
よ
う

旻び
ん

を
歌う
た

う

11　

哀
哉
扶
風
子　
　
　

哀か
な

し
い
哉か
な　

扶ふ

風ふ
う

子し

12　

難
與
巢
許
隣＊　
　
　

巣そ
う

許き
よ

と
隣と
な
り

す
る
こ
と
難か
た

し

　
　
　
　
〔
原
注
〕　

謂
竇
羣
（
竇と
う

群ぐ
ん

を
謂い

う
）

○
こ
の
詩
は
、
竇
群
「
王
晦
伯
・
朱
遐
景
と
同と

も

に
慧0

山
寺
に
宿
す
」

詩（『
全
唐
詩
』巻
二
七
一
）に
次
韻
し
た
も
の
。
詩
題
の
注
を
参
照
。

3
○
蕭
蕭　

風
や
雨
の
音
の
も
の
さ
び
し
い
さ
ま
。
4
○
策
策　

木

の
葉
や
落
ち
葉
な
ど
が
立
て
る
音
の
さ
ま
。
こ
こ
で
は
ワ
ラ
ジ
が
草

や
落
葉
を
踏
む
音
で
、
心
弾
む
感
じ
を
込
め
る
。
白
居
易
「
秋
月
」

詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
九
）
に
、「
落
葉　

声　

策
策
た
り
、
驚き

よ
う

烏う　

影　

翩へ
ん

翩ぺ
ん

た
り
」
と
あ
る
。
○
芒
鞋　

ワ
ラ
ジ
の
こ
と
。
草
鞋

に
同
じ
。
5
○
二
三
子　

こ
の
と
き
蘇
軾
に
同
行
し
た
秦
観
、
道
潜

ら
を
さ
す
。『
論
語
』
陽
貨
篇
に
、「
二
三
子
よ
、
偃え

ん

の
言　

是
な
り
」

と
あ
る
よ
う
に
、
呼
び
か
け
に
も
用
い
ら
れ
る
。「
常
山
の
絶
頂
の

広
麗
亭
に
登
る
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
九
六
頁
）
を

参
照
。
6
○
皎
然　

白
く
明
ら
か
な
さ
ま
。
○
淄
磷　

磷
緇（
磷
淄
）

に
同
じ
。
こ
の
句
は
磷
の
字
で
押
韻
す
る
。
磷
は
、
黒
ず
む
意
、
緇

（
淄
）
は
、
う
す
く
な
る
意
で
、
世
俗
の
影
響
に
よ
り
悪
く
な
る
こ

と
を
い
う
。『
論
語
』
陽
貨
篇
に
、「
堅
し
と
曰い

わ
ざ
ら
ん
や
、
磨
す

れ
ど
も
磷う

す
ら

が
ず
。
白
し
と
曰
わ
ざ
ら
ん
や
、
涅で

つ

す
れ
ど
も
緇く

ろ

ま
ず
」

（『
史
記
』
孔
子
世
家
で
は
、
緇
の
字
を
淄
に
作
る
）
と
あ
る
。
7
○

勝
遊　

名
勝
を
遊
覧
す
る
こ
と
。
韓
愈
「
祖
席
（
秋
字
を
得
た
り
）」

詩
（『
韓
昌
黎
集
』
巻
十
）
に
、「
宜ぎ

春し
ゆ
ん

を
以
て
遠
し
と
す
る
莫
か
れ
、

江
山　

勝
遊
多
し
」
と
あ
る
。
○
昔　

王
武
陵
・
竇
群
・
朱
宿
の
三

人
が
恵
山
に
遊
ん
だ
時
の
こ
と
。
詩
題
の
注
を
参
照
。
9
10
○
弔
古
・

疾
讒
二
句　

讒
は
、
讒
言
の
こ
と
。
小
旻
は
、『
詩
経
』
小
雅
（
節

南
山
之
什
）
の
篇
名
。
そ
の
小
序
に
、「
小
旻
は
、
大
夫　

幽
王
を

刺そ
し

る
な
り
」
と
あ
り
、
周
の
幽
王
が
小
人
の
言
に
惑
わ
さ
れ
て
、
政

道
を
誤
っ
て
い
る
こ
と
を
そ
し
る
詩
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
二
句
に

は
蘇
軾
の
心
の
波
立
ち
の
よ
う
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
あ
る
い

は
新
法
党
側
の
何
ら
か
の
態
度
を
意
識
す
る
か
と
も
思
え
る
。
11�

12

○
哀
哉
・
難
与
二
句　

扶
風
子
は
、
原
注
に
あ
る
よ
う
に
竇
群
の
こ
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と
。
竇
群
は
初
め
毘
陵
に
隠
棲
し
て
い
た
が
、徴
せ
ら
れ
て
仕
え
た
。

『
旧
唐
書
』
竇
群
伝
に
、「
竇
群
、
字あ

ざ
な

は
丹
列
、
扶
風
平
陵
の
人
な
り
。

…
…
群
が
兄
の
常じ

よ
う

・
牟ぼ

う

、
弟
の
鞏き

よ
う

は
、
皆
な
進
士
の
第
に
登
る
も
、

唯
だ
群
の
み
独
り
処
士
為た

り
、
毘
陵
に
隠
居
し
、
節
操
を
以
て
聞
こ

ゆ
。
…
…
徴
せ
ら
れ
て
左
拾
遺
を
拝
し
、侍
御
史
に
遷う

つ

る
」
と
あ
る
。

巣
許
は
、
堯
の
頃
の
二
人
の
隠
士
で
あ
る
巣そ

う

父ほ

と
許き

よ

由ゆ
う

の
こ
と
。
箕き

山ざ
ん

に
隠
れ
住
ん
で
い
た
許
由
は
、
堯
に
九
州
の
長
を
務
め
る
よ
う
言

わ
れ
る
と
、
耳
が
汚
れ
た
と
言
っ
て
潁
水
の
水
で
耳
を
洗
っ
た
。
巣

父
は
連
れ
た
牛
に
た
ま
た
ま
水
を
飲
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
許

由
に
そ
の
話
を
聞
く
と
、
汚
れ
た
水
は
牛
に
飲
ま
せ
ら
れ
な
い
と

言
っ
て
そ
の
場
を
去
っ
た
と
い
う
（
晉
・
皇
甫
謐
『
高
士
伝
』
巻
上
）。

　

う
っ
す
ら
と
浮
か
ぶ
雲
は
山
を
お
お
い
隠
す
こ
と
な
く
、
し
と
し

と
と
降
る
小
ぬ
か
雨
は
人
を
濡
ら
さ
な
い
。
松
林
が
風
に
さ
び
し
げ

に
鳴
る
な
か
小
径
は
湿
り
気
を
含
み
、
足
を
運
べ
ば
ワ
ラ
ジ
が
サ
ク

サ
ク
と
軽
や
か
な
音
を
た
て
る
。

　

嬉
し
い
こ
と
に
私
に
連
れ
立
つ
と
も
が
ら
は
、
世
俗
の
塵
に
染
ま

る
こ
と
な
く
、
そ
の
心
は
清
ら
か
で
け
が
れ
が
な
い
。
こ
の
度
の
遊

覧
の
楽
し
み
は
唐
の
先
人
た
ち
さ
な
が
ら
に
、
詩
を
詠
ん
で
も
そ
の

涼
や
か
な
詩
句
は
俗
世
を
脱
し
て
い
る
。

　

い
に
し
え
の
事
ど
も
を
記
し
た
書
物
を
ひ
も
と
い
て
涙
を
流
し
、

讒
言
を
に
く
ん
で
「
小し
よ
う

旻び
ん

」
の
う
た
を
う
た
う
。
哀
し
い
こ
と
に
扶

風
の
ひ
と
竇
群
は
、
巣
父
や
許
由
の
道
を
歩
め
な
か
っ
た
の
だ
。

　
　
　

〇
九
五
六
（
施
一
六
─
四
〇
）

　
　
　
　
　

そ
の
三

1　

敲
火
發
山
泉　
　
　

火ひ

を
敲う

ち
て
山さ
ん

泉せ
ん

を
発は
つ

し

2　

烹
茶
避
林
樾　
　
　

茶ち
や

を
烹に

て
林り
ん

樾え
つ

に
避さ

く

3　

明
窗
傾
紫
盞　
　
　

明め
い

窓そ
う　

紫し

盞さ
ん

を
傾か
た
む

く

4　

色
味
兩
奇
絕　
　
　

色し
き

味み　

両ふ
た

つ
な
が
ら
奇き

絶ぜ
つ

5　

吾
生
眠
⻝
耳　
　
　

吾わ

が
生せ
い

は
眠み
ん

食し
よ
く

耳の
み

6　

一
飽
萬
想
滅　
　
　

一い
つ

飽ぽ
う

し
て　

万ば
ん

想そ
う

滅め
つ

す

7　

頗
笑
玉
川
子　
　
　

頗す
こ
ぶ

る
笑わ
ら

う　

玉ぎ
よ
く

川せ
ん

子し

が

8　

飢
弄
三
百
月　
　
　

飢う

え
て
三さ
ん

百び
や
く

月げ
つ

を
弄ろ
う

す
る
を

9　

豈
如
山
中
人　
　
　

豈あ

に
如し

か
ん
や　

山さ
ん

中ち
ゆ
う

の
人ひ
と

の

10　

睡
起
山
芲
發　
　
　

睡す
い

起き　

山さ
ん

花か

発ひ
ら

く
と
き

11　

一
甌
誰
與
共　
　
　

一い
ち

甌お
う　

誰た
れ

と
共と
も

に
せ
ん
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12　

門
外
無
來
轍　
　
　

門も
ん

外が
い　

来ら
い

轍て
つ

無な

し

○
こ
の
詩
は
、朱
宿
「
慧0

山
寺
に
宿
す
」
詩
（『
全
唐
詩
』
巻
二
七
五
）

に
次
韻
し
た
も
の
。
詩
題
の
注
を
参
照
。

1
○
敲
火　

火
打
ち
石
を
打
っ
て
火
を
お
こ
す
。
韓
愈
「
石
鼓
歌
」

（『
韓
昌
黎
集
』
巻
五
）
に
、「
牧
童　

火
を
敲
ち
て　

牛　

角つ
の

を
厲み

が

く
、

誰
か
復
た
手
を
著つ

け
て
為
に
摩ま

挲さ

せ
ん
」
と
あ
る
。
2
○
避
林
樾　

樾
は
、
木
か
げ
。
木
の
下
。『
広
韻
』
入
声
十
月
「
樾
」
に
、「
樹
陰

な
り
」
と
あ
る
。
避
は
、
喧
騒
を
避
け
る
意
。
3
○
紫
盞　

盞
は
、

茶
碗
の
こ
と
。
蔡
襄
『
茶
録
』
下
編
「
茶
盞
」
に
、「
茶
の
色
は
白

な
れ
ば
、
黒こ

く

盞せ
ん

に
宜よ

ろ

し
…
…
他
処
（
建
安
以
外
の
地
）
に
出
ず
る
者

は
、或
い
は
薄
く
色
は
紫

む
ら
さ
き

に
し
て
、皆
な
及
ば
ざ
る
な
り
」
と
あ
る
。

78
○
頗
笑
・
飢
弄
二
句　

玉
川
子
は
、
唐
・
盧
仝
の
号
。
盧
仝
「
筆

を
走
ら
せ
て
孟
諫か

ん

議ぎ

が
新
茶
を
寄
す
る
に
謝
す
」詩（『
玉
川
子
詩
集
』

巻
二
）
に
、「
緘か

ん

を
開
け
ば
宛あ

た
か

も
諫
議
が
面お

も
て

を
見
る
が
ご
と
し
、
手

ず
か
ら
閲
す　

月げ
つ

団だ
ん

三
百
片
」
と
あ
る
。
11
○
甌　

ほ
と
ぎ
。
か
め

（
瓶
）。
12
○
門
外
一
句　
『
漢
書
』
陳
平
伝
に
、「
家
は
乃
ち
負
郭
の

窮
巷
に
し
て
、
席
を
以
て
門
と
為
す
。
然
れ
ど
も
門
外
に
長
者
の
車し

や

轍て
つ

多
し
」
と
あ
る
。
ま
た
、陶
淵
明
「
飲
酒　

二
十
首
」
そ
の
五
（『
陶

淵
明
集
』
巻
三
）
に
、「
廬
を
結
ん
で
人
境
に
在
り
、
而
も
車
馬
の

喧か
ま
び
す

し
き
無
し
」
と
あ
る
。

　

火
を
お
こ
し
て
山
泉
の
水
を
わ
か
し
、
茶
を
煮
て
木
陰
で
静
か
に

憩
う
。
光
の
さ
す
窓
辺
で
紫
碗
を
傾
け
て
喫
す
る
茶
は
、
見
目
、
味

わ
い
と
も
に
こ
の
上
な
い
。

　

我
が
人
生
は
飲
食
と
睡
眠
が
す
べ
て
で
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
食
べ
て
眠

り
さ
え
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
煩
い
は
消
え
て
し
ま
う
。
な
ん
と
も
可

笑
し
い
の
は
、
玉
川
子
（
盧
仝
）
が
、
腹
を
空
か
せ
な
が
ら
三
百
も

の
団
茶
を
め
で
た
こ
と
。
そ
れ
よ
り
は
こ
の
山
中
の
人
の
方
が
よ
っ

ぽ
ど
ま
し
だ
。
眠
り
か
ら
覚
め
れ
ば
山
に
は
花
が
咲
い
て
い
る
の
だ

か
ら
。

　

気
兼
ね
す
る
こ
と
な
く
花
々
と
一
服
の
茶
を
楽
し
も
う
。
門
外
に

は
訪
ね
て
く
る
客
の
車
轍
も
な
い
か
ら
。

　
　
　
　

〇
九
五
七
（
施
一
六
─
四
一
）

　
　
　
　

贈
惠
山
僧
惠
表

　
　
　
　
　

恵け
い

山ざ
ん

の
僧そ
う　

恵え

表ひ
よ
う

に
贈お
く

る
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1　

行
遍
天
涯
意
未
闌　
　
　

�

行ゆ

く
こ
と
天て
ん

涯が
い

に
遍あ
ま
ね

く
し
て　

意い　

未い
ま

だ
闌つ

き
ず

2　

將
心
到
處
遣
人
安　
　
　

�

心こ
こ
ろ

を
将も
つ

て　

到い
た

る
処と
こ
ろ　

人ひ
と

を
し
て
安や
す

ん
ぜ
し
む

3　

山
中
老
宿
依
然
在　
　
　

�

山さ
ん

中ち
ゆ
う

の
老ろ
う

宿し
ゆ
く　

依い

然ぜ
ん

と
し
て
在あ

り

4　

案
上
楞
嚴
已
不
看　
　
　

�

案あ
ん

上じ
よ
う

の
楞り
よ
う

厳ご
ん　

已す
で

に
看み

ず

5　

欹
枕
落
芲
餘
幾
片　
　
　

�
枕ま
く
ら

を
欹そ
ば
だ

つ
れ
ば　

落ら
つ

花か　

幾い
く

片へ
ん

を
か

余あ
ま

す

6　

閉
門
新
竹
自
千
竿　
　
　

�

門も
ん

を
閉と

づ
れ
ば　

新し
ん

竹ち
く　

自
お
の
ず
か

ら
千せ
ん

竿か
ん

7　

客
來
茶
罷
空
無
有　
　
　

�

客か
く

来き

た
れ
ど
も
茶ち
や

罷や

ん
で
空く
う

に
し
て

有あ

る
こ
と
無な

し

8　

盧
橘
楊
梅
尙
帶
酸　
　
　

�

盧ろ

橘き
つ　

楊よ
う

梅ば
い　

尚な

お
酸さ
ん

を
帯お

ぶ

元
豊
二
年
（
一
〇
七
九
）、四
十
四
歳
の
作
。
任
地
の
湖
州
（
浙
江
省
）

に
向
か
う
途
上
、
恵
山
（
江
蘇
省
）
に
て
の
作
。

○
恵
山　

本
注
解
に
収
め
る
、「
恵
山
に
遊
ぶ　

幷な
ら

び
に
叙
」
詩
の

詩
題
の
注
を
参
照
。
○
恵
表　

伝
未
詳
。

1�

2
○
行
遍
・
将
心
二
句　

二
句
は
、
恵
表
が
若
い
頃
か
ら
雲
水
の

如
く
各
地
を
行
脚
し
、
民
衆
を
仏
に
帰
依
せ
し
め
、
安あ

ん

心じ
ん

（
仏
教
で
、

信
仰
に
よ
っ
て
心
を
安
ら
か
に
し
、
心
を
動
か
さ
れ
な
い
こ
と
）
の

境
に
導
い
た
こ
と
を
い
う
。『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
三
、
菩ぼ

提だ
い

達だ
る

磨ま

の

条
に
、
達
摩
と
慧え

可か

大
師
と
の
以
下
の
問
答
を
記
す
。「
光こ

う

（
慧
可

の
名
）
曰
く
、「
我
が
心こ

こ
ろ

未
だ
寧や

す

か
ら
ず
。
乞
う　

師　

与た
め

に
安
ん

ぜ
よ
」と
。
師
曰
く
、「
心
を
将も

ち
て
来
た
れ
。
汝
が
与
に
安
ん
ぜ
ん
」

と
。
曰
く
、「
心
を
覓も

と

む
る
も
了つ

い

に
得う

可べ

か
ら
ず
」
と
。
師
曰
く
、「
我

れ
汝
が
与た

め

に
安
心
し
竟お

わ

ん
ぬ
」
と
」。
3
○
老
宿　

修
行
を
積
ん
だ

老
僧
の
こ
と
。
恵
表
を
さ
す
。
杜
甫
「
岳が

く

麓ろ
く

山ざ
ん

道ど
う

林り
ん

二に

寺じ

行こ
う

」（『
杜

詩
詳
注
』
巻
二
二
）
に
、「
老
宿
に
依え

止じ

す
る
も
亦
た
未
だ
晩お

そ

か
ら
ず
、

富
貴　

功
名　

焉い
ず

く
ん
ぞ
図
る
に
足
ら
ん
や
」
と
あ
る
。
4
○
楞
厳　

仏
典
『
楞
厳
経
』
の
こ
と
。『
首
楞
厳
経
』
と
も
称
す
る
。
中
国
撰

述
の
経
典
と
さ
れ
る
が
、
宋
代
に
は
『
円
覚
経
』
と
と
も
に
広
く
読

ま
れ
た
。
一
韓
智
翃
は
、「
サ
テ
先
ニ
来
タ
時
ハ
、
楞
厳
ガ
案
上
ニ

ア
リ
タ
ガ
、
今
ハ
ナ
イ
ゾ
。
ナ
ゼ
ニ
ト
云
ヘ
バ
、
這
道
ガ
元
来
、
文

字
ノ
上
ニ
ナ
イ
程
ニ
ゾ
。
自
己
ヲ
見
得
シ
テ
ハ
、
更
ニ
イ
ラ
ヌ
モ
ノ

ナ
ル
ホ
ド
ニ
、
文
字
ヲ
バ
略
シ
テ
見
ザ
ル
ゾ
」（『
四
河
入
海
』
巻
一

五
の
二
）
と
記
す
。
5�

6
○
欹
枕
・
閉
門
二
句　

欹
枕
は
、
枕
を
し

て
横
た
わ
る
こ
と
。
眠
り
か
ら
目
覚
め
た
と
き
や
、
寝
つ
か
れ
ぬ
と
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き
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
語
。「
七
月
二
十
四
日
、
久
し
く
雨
ふ
ら
ざ

る
を
以
て
、
出
で
て
磻は

ん

渓け
い

に
禱い

の

る
…
…
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』

第
一
冊
四
五
六
頁
）
を
参
照
。
二
句
は
蘇
軾
が
投
宿
し
て
か
ら
の
こ

と
で
、
寺
に
一
泊
し
て
朝
に
目
覚
め
、
門
を
閉
じ
た
境
内
の
よ
う
す

に
つ
い
て
述
べ
る
。
7
○
空
無
有　

蘇
軾
は
茶
を
喫
す
る
の
み
で
、

寺
に
は
食
べ
る
も
の
が
何
も
な
い
こ
と
を
い
う
。
一
韓
智
翃
は
、「
客

ハ
、
坡
自
ラ
云
（
フ
）
ゾ
。
言
（
フ
コ
コ
ロ
）
ハ
、
我
レ
表
師
ノ
処

ヘ
来
テ
ア
ル
ガ
、
ナ
ン
デ
モ
ア
レ
、
一
塵
ノ
食
物
モ
ナ
イ
ゾ
」
と
記

す
。
8
○
盧
橘
楊
梅　

盧
橘
は
、
ビ
ワ
。
楊
梅
は
、
ヤ
マ
モ
モ
。『
蘇

軾
詩
注
解（
四
）』に
収
め
る
作
品
番
号
一
六
二
八
の
詩
の
注
を
参
照
。

帯
酸
は
、
ビ
ワ
も
ヤ
マ
モ
モ
も
実
が
ま
だ
熟
さ
ず
酸
っ
ぱ
い
意
。
実

が
熟
す
る
を
待
っ
て
再
訪
せ
ん
と
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
込
め
て
い
よ

う
。

　

天
の
果
て
ま
で
雲
水
の
ご
と
く
歩
か
れ
て
も
、
旅
へ
の
意
欲
は
尽

き
る
こ
と
が
な
く
、
行
く
先
々
で
人
々
の
心
を
安
ら
か
に
す
る
こ
と

を
と
願
い
つ
づ
け
て
お
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
恵
山
に
は
今
も
変
わ

ら
ず
老
師
は
ご
健
在
だ
が
、
机
の
上
の
『
楞
厳
経
』
を
お
読
み
に
な

る
こ
と
は
も
う
な
い

　

目
覚
め
て
は
頭
を
枕
に
の
せ
て
寝
そ
べ
っ
た
ま
ま
、
窓
外
の
春
の

花
は
ど
れ
ほ
ど
残
っ
て
い
よ
う
か
と
思
い
を
馳
せ
る
。
門
を
閉
ざ
し

た
境
内
に
は
、
若
竹
が
千
本
も
生
え
育
っ
て
い
る
。
寺
に
客
が
来
て

茶
を
喫
し
終
わ
っ
て
も
、
他
に
口
に
す
る
も
の
は
何
も
な
く
、
春
の

木
々
に
は
ま
だ
熟
さ
ぬ
酸
っ
ぱ
い
ビ
ワ
と
ヤ
マ
モ
モ
が
成
っ
て
い
る

だ
け
だ
。

　
　
　

〇
九
五
八
（
施
一
六
─
四
二
）

　
　
　

贈
錢
衜
人

　
　
　
　

銭せ
ん

道ど
う

人じ
ん

に
贈お
く

る

1　

書
生
苦
信
書　
　
　

�

書し
よ

生せ
い　

苦は
な
は

だ
書し
よ

を
信し
ん

じ

2　

世
事
仍

度　
　
　

�

世せ
い

事じ　

仍し
き

り
に
臆お
く

度た
く

す

3　

不
量
力
所
負　
　
　

�

力ち
か
ら

の
負お

う
所と
こ
ろ

を
量は
か

ら
ず
し
て

4　

輕
出
千
鈞
諾　
　
　

�

軽か
る

が
る
し
く
千せ
ん

鈞き
ん

の
諾だ
く

を
出い

だ
す

5　

當
時
一
快
意　
　
　

�

当そ
の

時か
み　

一い
つ

に
意い

を
快
こ
こ
ろ
よ

く
す
れ
ど
も

6　

事
過
有
餘
怍　
　
　

�

事こ
と

過す

ぎ
て
余よ

怍さ
く

有あ

り

7　

不
知
幾
州
鐵　
　
　

�

知し

ら
ず　

幾い
く

州し
ゆ
う

の
鉄て
つ

も
て

8　

鑄
此
一
大
錯　
　
　

�

此こ

の
一い
ち

大だ
い

錯さ
く

を
鋳い

る
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9　

我
生
涉
憂
患　
　
　

�

我わ

が
生せ
い　

憂ゆ
う

患か
ん

に
渉わ
た

る

10　

常
恐
長
罪
惡　
　
　

�

常つ
ね

に
罪ざ
い

悪あ
く

を
長ち
よ
う

ぜ
ん
こ
と
を
恐お
そ

る

11　

靜
觀
殊
可
喜　
　
　

�

静せ
い

観か
ん　

殊こ
と

に
喜よ
ろ
こ

ぶ
可べ

し

12　

脚
淺
猶
容
却　
　
　

�

脚あ
し

浅あ
さ

く
し
て
猶な

お
却し
り
ぞ

く
こ
と
を
容ゆ
る

す

13　

而
況
錢
夫
子　
　
　

�

而し
か

る
を
況い
わ

ん
や
銭せ
ん

夫ふ
う

子し

14　

萬
事
初
不
作　
　
　

�
万ば
ん

事じ　

初は
じ

め
よ
り
作な

さ
ざ
る
を
や

15　

相
逢
更
何
言　
　
　

�
相あ
い

逢あ

い
て
更さ
ら

に
何な
に

を
か
言い

わ
ん

16　

無
病
亦
無
藥　
　
　

�

病や
ま
い

も
無な

く　

亦ま

た
薬く
す
り

も
無な

し

元
豊
二
年
（
一
〇
七
九
）、四
十
四
歳
の
作
。
任
地
の
湖
州
（
浙
江
省
）

に
向
か
う
途
上
、
恵
山
（
江
蘇
省
）
に
て
の
作
。

○
銭
道
人　

銭せ
ん

顗ぎ

（
字あ

ざ
な

は
安
道
）
の
弟
で
、
恵け

い

山ざ
ん

山さ
ん

人じ
ん

と
も
称
し
、

故
郷
で
あ
る
無
錫
（
江
蘇
省
）
の
恵
山
に
隠
棲
し
て
い
た
。
蘇
軾
は
、

杭
州
通
判
の
任
に
在
っ
た
煕
寧
六
年
（
一
〇
七
三
）
に
、
銭
道
人
を

訪
う
て
い
る
。「
恵
山
に
て
銭
道
人
に
謁
し
て
、
小
龍
団
を
烹
、
絶

頂
に
登
っ
て
太
湖
を
望
む
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
三
冊
二

〇
七
頁
）
を
参
照
。
銭
顗
に
つ
い
て
は
煕
寧
五
年
（
一
〇
七
二
）
の

作
、「
秀
州
に
至
り
て
、
銭
端た

ん

公こ
う

安
道
に
贈
り
、
兼
ね
て
其
の
弟

お
と
う
と

恵

山
山
人
に
寄
す
」（
端
公
は
侍
御
史
の
別
称
）
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩

集
』
第
二
冊
四
四
六
頁
）
を
参
照
。

2
○
臆
度　

自
分
の
考
え
だ
け
に
よ
っ
て
推
し
は
か
る
。陳
子
昂「
曹

仁
師
の
軍
を
出い

だ

す
を
諫
む
る
書
」（『
陳
伯
玉
文
集
』
巻
九
）
に
、「
且

つ
古
来
絶ぜ

つ

漠ば
く

に
は
、
多
く
士
馬
を
喪う

し
な

う
、
臣
の
臆
度
す
る
に
非
ず
、

輒す
な
わ

ち
敢
え
て
陳ち

ん

聞ぶ
ん

せ
ん
」
と
あ
る
。
4
○
千
鈞
諾　

非
常
な
重
み
の

あ
る
承
諾
（
一
鈞
は
三
十
斤
）。『
史
記
』
季
布
伝
に
、「
黄
金
百
斤

を
得
る
は
、
季
布
の
一
諾
を
得
る
に
如し

か
ず
」
と
あ
る
。
5
○
快
意　

心
を
楽
し
ま
せ
る
。
心
地
よ
い
こ
と
。『
史
記
』
李
斯
伝
に
、「
是か

く

の
若ご

と

き
は
何
ぞ
や
。
意
を
当と

う

前ぜ
ん

に
快
く
し
、
観
に
適か

な

え
ば
な
る
而の

已み

」
と
あ
る
。
6
○
怍　

は
じ
る
。
自
分
の
失
敗
な
ど
を
恥
じ
て
赤

面
す
る
こ
と
。
8
○
鋳
此
一
句　

唐
末
、
魏ぎ

博は
く

（
今
の
河
北
省
邯
鄲

市
一
帯
）
節
度
使
羅ら

弘こ
う

信し
ん

の
子
の
羅ら

紹し
よ
う

威い

は
、
父
の
後
を
継
い
で
同

節
度
使
と
な
っ
た
が
、
牙
軍
（
藩
鎮
の
擁
す
る
軍
団
）
の
起
こ
し
た

反
乱
に
よ
っ
て
出
奔
し
た
。
羅
紹
威
は
宣せ

ん

武ぶ

（
今
の
河
南
省
開
封
市

一
帯
）
節
度
使
で
あ
っ
た
朱し

ゆ

温お
ん

（
の
ち
の
後
梁
の
太
祖
）
に
助
け
を

求
め
、
こ
れ
と
共
謀
し
て
牙
軍
を
滅
ぼ
し
た
が
、
多
く
の
軍
糧
と
金

銭
を
費
や
し
た
た
め
、
以
後
魏
博
は
衰
え
、
朱
温
の
勢
力
下
に
入
る

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。羅
紹
威
は
、「
六
州
四
十
三
県
の
鉄
を
聚
め
て
、

一
箇
の
錯
を
打
ち
て
成
さ
ず
」
と
嘆
い
た
（『
北
夢
瑣
言
』
巻
一
四
・
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『
続
世
説
』
巻
七
）。
錯
は
、
や
す
り
（
鑢
）
と
錯
誤
の
意
を
か
け
て

お
り
、
後
に
「
大
錯
を
鋳ち

ゆ
う

成せ
い

す
」（
重
大
な
過
ち
を
仕
出
か
す
）
と

い
う
成
語
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
「
大
錯
」
に
関
連
し
て
、
万
里

集
九
は
『
宋
元
通
鑑
』
を
引
き
、
煕
寧
八
年
（
一
〇
七
五
）
に
宰
相

に
復
職
し
た
王
安
石
が
、
翌
年
に
は
息
子
の
死
な
ど
を
理
由
に
辞
職

し
た
こ
と
、
元
豊
二
年
（
一
〇
七
九
）
に
蘇
軾
ら
を
讒
訴
し
た
新
法

党
の
蔡
確
ら
が
、
そ
の
行
為
や
政
策
へ
の
批
判
を
顧
み
ず
、
政
治
姿

勢
を
一
向
に
改
め
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
言
及
す
る
。
そ
の
当
否
は

と
も
か
く
、
こ
こ
ま
で
の
八
句
に
は
何
ら
か
の
含
む
と
こ
ろ
が
あ
る

よ
う
に
思
え
る
。
9
○
憂
患　

な
や
み
や
苦
痛
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の

多
い
生
活
の
こ
と
。『
孟
子
』
告
子
下
篇
に
、「
憂
患
に
生
き
て
安
楽

に
死
す
る
こ
と
を
知
る
」
と
あ
る
。
11
○
静
観　

心
静
か
に
観
察
す

る
。
観
の
字
は
、
考
え
る
意
を
含
む
（
静
の
字
を
浄
に
作
る
テ
キ
ス

ト
が
あ
る
が
、取
ら
な
い
）。
程
顥「
秋
日
偶
成　

二
首
」そ
の
二（『
全

宋
詩
』
巻
七
一
五
）
に
、「
万
物　

静
観
す
れ
ば　

皆
な
自
得
、
四

時
の
佳
興　

人
と
同
じ
」
と
あ
る
。
13�

14
○
而
況
・
万
事
二
句　

一

韓
智
翃
は
、「
此
（
ノ
）
人
ノ
上
ニ
ハ
、
退
（
ク
）
コ
ト
ノ
易
（
シ
）

ト
云
（
フ
）
コ
ト
モ
ナ
イ
ゾ
。
初
（
メ
）
ヨ
リ
世
路
ヲ
踏
（
マ
）
ザ

ル
程
ニ
ゾ
」（『
四
河
入
海
』
巻
一
五
の
二
）
と
記
す
。
16
○
無
病
一

句　
『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
三
〇
に
引
く
杯
渡
禅
師
「
一
鉢
歌
」
に
、

「
離は

な

る
可べ

き
無
く
、
著つ

く
可
き
無
し
、
何い

ず

れ
の
処と

こ
ろ

に
か
更
に
病び

よ
う

薬や
く

無

き
を
求
め
ん
、
…
…
薬
は
是
れ
病
、
病
は
是
れ
薬
、
到
頭　

両
事
と

も
に
須

す
べ
か
ら

く
拈ね

ん

却き
や
く

す
べ
し
。
亦
た
薬
無
く
、
亦
た
病
無
し
、
正
に
是

れ　

真し
ん

如に
よ　

霊れ
い

覚か
く

の
性
」
と
あ
る
。
一
韓
智
翃
は
、「
此
（
ノ
）
人
、

本
ヨ
リ
憂
患
ノ
事
ナ
イ
ホ
ド
ニ
、
更
ニ
憂
患
ヲ
治
ス
可
キ
薬
モ
ナ
イ

ゾ
。
譬た

と

ヘ
バ
病
ガ
ナ
イ
程
ニ
、
薬
モ
入
ラ
ザ
ル
ガ
如
キ
ゾ
。
薬
ノ
ア

ラ
ウ
ズ
ホ
ド
ハ
、
病
ガ
ナ
ウ
テ
ハ
叶か

な

（
ハ
）
ザ
ル
ゾ
。
病
モ
ナ
ク
薬

モ
ナ
イ
コ
ソ
ヨ
ケ
レ
」
と
記
す
。

　

書
生
と
い
う
も
の
は
書
物
を
過
信
し
、
世
事
を
そ
れ
に
よ
っ
て
の

み
推
し
は
か
り
、
お
の
れ
の
力
量
を
顧
み
る
こ
と
も
な
く
、
軽
々
し

く
重
大
な
こ
と
を
請
け
負
っ
て
し
ま
う
。
初
め
の
う
ち
は
、
そ
れ
で

た
だ
た
だ
心
地
よ
い
と
し
て
も
、
事
が
進
ん
で
み
る
と
あ
ま
り
に
恥

ず
か
し
い
こ
と
と
な
る
。
ど
れ
だ
け
の
州
に
産
す
る
鉄
を
合
わ
せ
た

ら
で
き
る
か
分
か
ら
ぬ
ほ
ど
の
、
大
き
な
過
ち
が
鋳
造
さ
れ
て
し
ま

う
の
だ
。

　

我
が
人
生
に
は
苦
悩
が
絶
え
る
こ
と
な
く
、
大
き
な
罪
を
犯
し
て

し
ま
う
の
で
は
、
と
常
に
お
び
え
て
き
た
。
だ
が
心
を
落
ち
着
け
て
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考
え
て
み
る
と
、
と
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
が
あ
る
。
私
は
ま
だ
世
事

に
足
を
踏
み
入
れ
た
ば
か
り
で
、
そ
こ
か
ら
離
れ
る
こ
と
も
可
能
だ

し
、
加
え
て
銭
先
生
は
、
初
め
か
ら
世
事
に
は
一
切
か
か
わ
ら
な
い

お
方
だ
と
い
う
こ
と
だ
。そ
の
先
生
に
お
目
に
か
か
る
だ
け
で
十
分
、

そ
の
う
え
何
を
言
う
こ
と
が
あ
ろ
う
。
病
が
な
け
れ
ば
、
薬
も
要
ら

な
い
の
だ
か
ら
。

〔
付
記
〕本
稿
は
、西
岡
が
原
案
を
作
成
し
、南
山
読
蘇
会
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
蔡
毅
（
南
山
大
学
名
誉
教
授
）、
中
裕
史
（
南
山
大
学
外
国

語
学
部
教
授
）、
中
純
子
（
天
理
大
学
国
際
学
部
教
授
）、
原
田
直
枝

（
南
山
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授
）
の
諸
氏
と
共
に
検
討
を
加
え
た

も
の
で
あ
る
。


